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　認定看護師とは、看護師として５年以上の実務経験を有し、日本看護協
会が定める約800時間の認定看護師教育を修了し、認定審査に合格した看
護師に与えられる資格です。認定看護師は、専門的な教育と実務経験を活
かし、看護現場で「実践」「指導」「相談」の3つの役割を担い、看護ケアの
広がりと質の向上を図ることが期待されています。

　近年、加齢や発達上の課題、疾病や治療の影響による摂食嚥下機能に障
害をもつ人に対して、医療機関や介護施設、在宅などの多様な環境で、チー
ムの一員として多職種と連携しながら、質の高いケアを提供できる看護師
が求められています。このような状況を踏まえて、新見公立大学では、日
本看護協会の認定を受けて、2025年4月より特定行為研修を組み込んだ

「摂食嚥下障害看護」分野の認定看護師教育課程を開講します。

　本教育課程では、全世代あらゆる方々の「口から食べる」という人間の尊厳を守るため、「食べる」「飲み込む」機能
の問題に対応できるための専門的かつ高度な看護実践能力を養い、広く社会に貢献できる看護師を育成します。

 ①「摂食嚥下障害看護」認定看護師教育課程（B 課程）

2025年春
西日本で唯一の「摂食嚥下障害看護」分野の
認定看護師教育機関としてスタート！

保健師・助産師・看護師の
免許を取得

実務経験５年以上
（うち３年以上は認定看護師分野）

認定看護師教育課程を修了

認定審査に合格

認定看護師として登録

認定看護師
※特定行為研修を組み込んでいる（B 課程）19 分野

感染管理
緩和ケア
在宅ケア
新生児集中ケア
生殖看護
乳がん看護
皮膚・排泄ケア
がん放射線療法看護
クリティカルケア
手術看護

心不全看護
摂食嚥下障害看護
認知症看護
がん薬物療法看護
呼吸器疾患看護
小児プライマリケア
腎不全看護
糖尿病看護
脳卒中看護

　この教育課程は、西日本では初開講であり、全国でも４番目
の講座となります。今後需要がますます増える分野であり、西
日本での開講が長らく待たれていました。
　摂食嚥下障害看護分野において、看護実践を通して看護職に
対し指導を行える能力を育成するとともに、多職種と協働し、
チーム医療のキーパーソンとしての役割を果たせる能力を育
成することを目標にします。
　新見公立大学の優れた講師陣と、実践経験豊富な専任教員達
の支援の下での１年間の講義、演習、実習を終えた暁には、必
ずや自分たちが働いている地域の看護の質向上に貢献し得る
人材となってくれることでしょう。

摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程長

久保 俊英

【本教育課程での開講スケジュール】（４月〜翌３月）
・開講式、オリエンテーション
・共通科目、特定行為区分研修
　＊ e-ラーニングでの講義（自施設での実施可）
　＊学内演習（大学内で実施）

特定行為臨地実習
　＊自施設あるいは協力施設で実施

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

・統合演習
・修了試験
・修了式・認定看護分野

　　臨地実習
　（岡山県内の病院等で実施）

・認定看護分野専門科目
・共通科目
　（大学内で実施）
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 ②鳴滝塾Ⅹ『中山間地域での食支援』について

　本学の全世代型地域包括ケア研究センターは、課題先進地域にある　
地の利を活かして中山間地域の健康・生活課題を追求し、産学官民協
働での解決の方策を実践モデルとして構築するために、2023年に創
設されました。

　本センターのウェルネスライフ部門では、中山間地域における生活
課題の解決に向けた実践モデル（新見モデル）の構築のひとつとして、
地域ぐるみで「人生の最後まで口から食べる幸せを守る」ことを目指
し、「NiU-KTSM プロジェクト」を推進しています。さらに、2025年
度からは「摂食嚥下障害看護」認定看護師教育課程を開設することが
決定しました（詳細は P２参照）。この取り組みの一環として、2024
年11月9日（土）に『つなげる・ひろげる・つづける—中山間地域で
の食支援を考えるシンポジウム』を開催しました。

　シンポジウムは２部構成で行われました。第１部では、
新見地域の医療の現状と地域ぐるみの食支援における認定
看護師の役割についての講演が行われました。第２部では、
食支援に関わる各専門職の役割と実践、課題についてパネ
リストが発表したのち、今後の多職種連携・協働のあり方
などについて議論が交わされました。会場からも活発に質
問が寄せられ、地域での食支援体制を充実させるためには、
さまざまな方面での支援が必要であり、多職種の連携・協
働が不可欠であることが再確認されました。
　私たちは今後も、食の支援活動の実践とその普及に向け
て、地域社会や関係機関との協働を深めながら、持続可能
な支援の仕組みづくりに取り組んでまいります。

一般社団法人
新見医師会 会長
吉田　徹 氏

（医師）

宮原歯科医院
宮原　康太 氏
（歯科医師）

医療法人真生会 
新見中央病院 

松本　真季 氏
（言語聴覚士）

医療法人社団 淳和会
長谷川紀念病院
 上村　瑞子 氏

（看護師）

倉敷医療生活協同組合 
阿新虹の訪問看護ステーション

須藤　美帆 氏
（訪問看護師）

新見公立大学 
全世代型地域包括ケア研究センター

飯田　尚美 氏
（摂食・嚥下障害看護認定看護師）

NPO法人 口から食べる幸せを守る会 第13回全国大会のご案内
　このたび、新見公立大学共催で、「NPO法人 口から食べる幸せを守る会 第13回全
国大会」 を開催いたします。本大会のテーマは、「地域ぐるみの食支援～世代を超えて
口から食べる幸せを！～」です。講演やシンポジウム等を通じて、より良い食支援の
あり方について共に考える機会になれば幸いです。皆さまのご参加を心よりお待ちし
ております。詳しい内容や参加申し込み方法などについては、大学ホームページをご
覧ください。

▪開催日時：2025年7月5日（土）
▪開催場所：三木記念ホール（岡山県岡山市）

NiU

新見公立大学 NiU 「鳴滝塾」 Ⅹ

つなげる、ひろげる、つづける
中山間地域での食支援を考えるシンポジウム

主催：全世代型地域包括ケア研究センター
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地域福祉学科
看護学科

健康保育学科

　地域福祉学科では、介護福祉士国家試験受験資格の
取得を目指す3年生９名が介護福祉実習Ⅲを行いまし
た。この実習では、各実習施設内で生活をされている
利用者への介護過程の展開に加え、地域における施設
の役割について考える貴重な機会となりました。
　実際に、上加茂地区にある かもがわ荘の実習におい
て、地域住民対象に行われた認知症カフェへ参加させ
てもらうことで、福祉対象者の生活を住み慣れた地域
で支えるためには、住民同士の繋がりづくりや居場所
づくりが大切であることを学ぶことができました。地
域で活躍する介護福祉士の実践を見学し、学んだこと
を今後の学修に活かしていきたいと思います。

　「にいみ　ゆめのぽけっと」は、子どもたち
の育ちを意識したあそびコーナーや舞台発表
を企画・実施する過程を通して、子どもへの
理解を深め、総合的な保育力の向上を図るこ
とを目的としています。
　うんどうあそび、ものづくり・かがくあそ
び、音あそび、おはなしコーナー、カプラ・
KUMINO コーナー、パネルシアターのほか、
ダンスや歌などの舞台発表を行いました。
　新たに、音楽劇、影絵にも取り組みました。
　当日は324名の方々にご来場いただき、地
域の子どもたちに楽しんでもらうことができ
ました。

　看護学科１年生を対象に、フィジカルアセスメント
の演習を行いました。
　この授業では、聴診器などの簡単な看護用具を使用
し、対象者の健康状態について査定する方法について
学んでいます。今回は呼吸音・心音の聴診をはじめと
した呼吸・循環器系の査定を実施しました。「音の聴
き分けが難しい」との感想が聞かれましたが、真剣に、
楽しみながら演習に取り組んでいました。この積み重
ねが今後の臨床実習の場で役立つと期待しています。

地域における施設の役割について
実践を通して考えました
� 【介護福祉実習Ⅲ】

にいみ  ゆめのぽけっと2024を
開催しました

はじめての聴診：
フィジカルアセスメント

うんどうあそび
忍者になりきって、思いっきり
体をうごかして遊びました。

ペア同士で呼
吸音を聴診し
ている様子

モデル人形を
用いた聴診の
練習の様子

音楽劇
個性豊かな演技と息の
合った演奏で、会場のみ
なさんを魅了しました。

影絵
ペンギンのペン太くんをはじめ、さまざま
な動物を手影絵で表現し、演じました。
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　近年、餅つきをする機会は減少しており、私にとって
小学１年生以来でした。実際に餅をついたり、丸めたり、
食べたりと五感を使って体験することができました。
　地域の方々には、餅のつき方や丸め方、様々な食べ方
等の餅つきに関することや地域での生活について教えて
いただき、学生、教員の方々、地域の方々が一緒になって、
コミュニケーションをとりながら楽しく餅つきを行うこ
とができました。皆でついて、丸めたお餅はとても美味
しかったです！
　このような、日本に古くから伝わる伝統行事を、これ
からの社会を担う私たちが、人と人、人と地域をつなげ
る資源の一つとして捉え、地域と福祉を考えていく必要
があると感じました。

餅つき（1年生）

地域福祉学科

看護学科
健康保育学科

　「救命救急医療論」では、救急医療と災害看護に関す
る基礎的知識を学びました。前半は救急看護を学び、
後半は災害事例を用いた演習を行いました。日本赤十
字社岡山支部の方を招き、災害現場での対応や救護活
動について講義を受けた後、トリアージや包帯法の演
習を行いました。学生は、災害時の被災状況や被災者
の状況をイメージし、包帯法での処置の仕方を学ぶこ
とで、災害はいつどこで発生してもおかしくないこと、
自分事として意識していました。

　2024年11月13日（水）に「富坂子どもの家」（児童
発達支援・相談支援施設：東京）施設長の勝間田万喜
先生、ノートルダム清心女子大学付属幼稚園主任の蜂
谷里香先生、若竹の園主任の茂呂智子先生をお招きし、
本学の髙月教恵名誉教授により「子どもの自己教育力
を認め守るために求められること」をテーマにシンポ
ジウムが行われました。また、翌日には、「子どもの自
己教育力を見守り育む子
育て支援とは（2）」をテー
マに、健康保育学科の 1
年生、4 年生を対象とし
て勝間田先生に講義をし
て頂きました。学生たち
は 実 際 の 現 場 で の エ ピ
ソードなどを通して、保
育についての学びを深め
ました。

災害時の救急対応と看護実践：
トリアージと包帯法の演習

ひだまりのいえ 開設１周年記念 
特別講演会を開催しました

講演の様子

実際にモンテッソーリ
教具を用いて学ぶ様子

つきたての餅を
丸めている様子

地域の方に教えてもら
いながら杵で餅つきを
している様子

トリアージ
演習の様子

包帯法
演習の様子
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　2024年11月6日（水）に新見市哲多地区で行われ
た哲多地区学園音楽会に、健康保育学科の4年生17
名が参加しました。学生たちは、「みんなのいろをさか
せよう」というテーマでダンスや歌を披露したり、子
どもたちと一緒に手あそびを楽しんだりしました。ま
た、子ども園の園児の皆さんや、小学生の皆さんの素
敵な演奏も鑑賞し、素晴らしい時間を過ごすことがで
きました。

　生活支援看護学実習では、地域で暮らしている高齢
者を対象として、毎回特定のテーマに沿った健康教育
などを学生が企画・実施しています。コロナ禍は時間
短縮していましたが、2024年4月からは従来通りの
1日のプログラムとなり、健康チェックや昼食など、
参加者の方と触れ合う時間が増えました。プログラム
の実践と参加者の方々との交流を通じて、地域に住む
高齢者の抱える健康課題やそれぞれの地区の地域性、
地域のもつ強みについて学んでいます。

生活支援看護学実習：
サテライト・デイで学ぶ
高齢者の健康課題と地域の強み

健康保育学科

地域福祉学科
看護学科

大学院健康科学研究科

　クリスマス会には、地区の子どもをはじめ高齢者の
方まで幅広く参加してくれました。
　私はレクリエーションを担当しました。レクリエー
ションでは宝探しとサンタ福笑いを行い、子どもから
大人まで楽しめるよう企画しました。
　また、ケーキ作りや工作ブースでは、参加者が自分
の手でミニリースやミニツリーを作成したり、ケーキ
の飾り付けをしたりして楽しむ姿が見られました。
　地域の方々の声として、楽しい時間を過ごすことが
できた。また参加したいといった声も多く聞かれ、企
画して良かったと感じました。

　今年度初めての試みとして、大学院を目指す学生・
社会人を対象に『看護・福祉セミナー』を開催しました。
３回の各テーマは、「大学院で考える」、「中山間地域を
考える」、「看護・福祉を考える」でした。本学の卒業
生や在学生、看護・福祉の現場で活躍される専門職者、
延べ20名が対面や WEB を使い参加されました。
　少人数のアットホームな雰囲気の中、模擬講義、現
役院生との対談、入試説明、個別相談の時間などがあ
り、大学院での学びのイメージを感じていただきまし
た。次年度も開催する予定です。是非ご参加ください。

下熊谷クリスマス会

哲多地区学園音楽会に参加しました看護・福祉セミナーを開催しました

にじのくに行きの
バスが来ました

心を込めて歌いました熱心に耳をかたむけられていました

足の指の力を鍛える
レクリエーションの
様子

健康チェック
（血圧測定）の様子

地域のクリスマス会
で住民の方々と交流
している様子

地域の方々とクリスマ
ス飾りの作成をして
いる様子
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　2024年12月7日（土）、8日（日）に開催された、「第
5回リアルボイス・TODOKERU 発表会＆ SHIRITAI 勉
強会＆学生福祉国会 in 岡山」に参加し、学生福祉国会の
プレゼンテーション大会にて2グループ同時受賞という
形で、最優秀賞を受賞することができました。
　今回のプレゼンテーマは「生活の中でヤングケアラー
を見つける新システムとは？」です。私たちは、ヤング
ケアラーに関する支援などの課題と合わせて発表内容
を話し合い、リアルボイス実行委員会の方にはスクール
ソーシャルワーカーの方を紹介していただき、ZOOM
で対談も行いました。
　グループメンバーは学科・学年も違い集まる日程調整
が大変でしたが、回数を重ねるごとに個々の違った視点
の意見や力が発揮され、面白い発表内容が出来上がった
と思います。

　LINKtopos（全国公立大学学生大会）とは地域に根
ざし、地域で活動する公立大学学生のネットワークです。
今年度は、岩手県立大学で開催され、活動紹介のポスター
セッション、テーマ別のワークショップなどが行われま
した。

久世　樹沙（看護学科2年）
　私は、震災ワークショップに参加しました。釜石市鵜
住居地区を訪れ、東日本大震災の話と避難経路の追体験
を通して、自分の地域で災害が起きたときに取るべき行
動を学びました。また、活動発表のポスターセッション
を通して、全国から集まった学生の活動を知る事ができ、
私たちが行っている活動について、客観的に考える事が
できました。

丸山　祐季菜（地域福祉学科２年）
　私は、岩手県の伝統文化であるさんさ踊り、藍染体験
を通して文化の継承について学ぶワークショップに参加
しました。LINKtopos では他大学・他分野の学生と交
流することができ、今までの自分にはない視点で物事を
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　母が幼児教育学科、私たち姉妹も同じ
新見公立短大の母とは学科は違いますが
地域福祉学科を卒業しました。現在は新
見で母は保育士、姉は介護福祉士として
働いたのちケアマネジャーとして頑張っ
ています。
　私も卒業後、介護福祉士として7年新
見で働いた後、岡山市の病院で看護助手
として働きました。4月からは病院のケ
アマネジャーとして働く予定です。
　現在は新見からは少し離れたところで
生活していますが、これからも新見短期
大学で学んだことを活かしていきたいと
思います。

　私は今、地元の兵庫県に戻って、保育
士として勤務しています。主な仕事内容
は、子どもたちの心身の健やかな発達に
必要な支援、環境づくりをすることです。
今は1・2歳児を担当していて、日々、子

どもたちが様々な遊びや関わりを通して成長する姿を
見守っています。まだ2年目で、わからないことも多
いですが、今の自分の保育の基礎を作ることができた
のは、新見公立大学で地域に密着した保育を経験し、
幅広い知識を学べたことにあると思います。授業や実
習だけでなく、ボランティアや大学行事を通して、地
域の方々と関わることができたのは、自分にとってと
ても良い経験になったと感じています。

　私は現在、新見市の小
学校に勤務しています。

新卒1年目でわからないことや大変なこともあります
が、周りの先生方や養護の先輩方に助けられながら、子
どもの心身の健康や成長に関わることができる養護教
諭の仕事にやりがいを感じています。新見公立大学の実
習生の受け入れも経験させていただきました。養護教諭
を目指す後輩の応援ができることに嬉しさを感じると
ともに、自分自身の学びや養護教諭観をさらに深めるこ
とができ、良い経験になりました。今後も学び続ける姿
勢を大切に、様々な健康課題を抱える子どもたちと真摯
に向き合っていきたいです。

　　本日、楽しい思い出深い同窓会を
開催出来ました。遠方から担任の
松本先生に参加いただき、会が
盛り上がりました。
　参加者の近況と今後につい
て聞いて、それぞれにパワーを
もらって、明日からの意欲とな
りました。
　大学5号館の新しい施設の見

学をさせていただき、みんな驚きと
感心でした。母校の発展に喜びでした。

益々の発展を祈願します。
　次回開催を楽しみに閉会しました。

新見女子短期大学 看護学科 8期生　土井　直己さん

森本（小林）弓美子さん（幼児教育7期生）
亀井（森本）沙也加さん（地福12期生）
今野（森本）聖子さん　（地福14期生）

兵庫県南あわじ市立

阿万保育所

坂本　幹太さん

（健康保育学科1期生）

新見市立西方小学校

小塚　翔子さん

（看護学科11期生）

　令和6年11月2日（土）グランヴィア
岡山にて23年ぶり3回目の同窓会を行
いました。台風による欠航が相次ぎ１人
は参加できませんでしたが、14名が全
国各地から参加してくれました。卒業か
ら30年の空白もあっという間に埋まり
ました。大学のご協力に感謝いたします。
新見女子短期大学 幼児教育学科 12期生

八木　佐織さん

同窓会同窓会
だよりだより

おやこ・きょうだい
の

入学を紹介します

Familia
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NiU 鳴滝塾Ⅺ　市民講座を開催しました！

岡山県内で初めて移動期日前投票所が開設

新見公立大学 NiU 鳴滝塾Ⅺ　　　 主催：地域共生推進機構
共催：竹の谷蔓牛活用推進協議会　助成：JRA 日本中央競馬会

　「隠れた財産　新見の和牛～希少遺伝子が拓
く新見の未来～」と題した市民講座が2024年
12月12日（木）18：30～20：50に開催され
ました。開催趣旨は、和牛の産地としての新見
の和牛文化や和牛改良の歴史、消費ニーズの変
化など、多面的視点から議論を行い、「竹の谷蔓
牛」の希少性の理解を深め、新見市の財産とし
て、保存・増頭・利活用の方法を考えることで
す。最初に、肉肉学会理事長で（一財）畜産環境
整備機構副理事長の原田英男氏に「今、求めら
れる和牛とは」をテーマに、（一社）全日本・食
学会副理事長で（株）人形町今半社長の髙岡哲郎
氏に「当店の沿革から紐解く肉食の歴史」をテー
マにご講演頂きました。その後、フードクリエ
イターの戸田康利氏、立命館大学教授の和田有
史氏にご登壇頂き、会場参加者との質疑応答を
行いながら、竹の谷蔓牛の可能性について活発
な議論が交わされました。

　10月に実施されました衆議院総選挙及び岡山県知
事選挙において、岡山県で初めて新見公立大学内に移
動期日前投票所が開設されました。
　これは、新見市選挙管理委員会が、若者の投票率向
上を目的に本学を含め、市内の高校や特別支援学校に
おいて、開設しました。
　本学では、昼休みや放課後の時間に合わせて選管職
員がワゴン車で訪れ、校舎前にテントを張って記載台
や投票箱を設置し、学生が投票に訪れていました。
　また、11月には、新見市長選挙においても移動期日
前投票が実施されました。これらの選挙をきっかけに、
学生が政治や社会などに関心を深めてもらう良い機会
となりました。
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　新見公立大学の2025年度の広報活動に使用する新しいキャッチコピーを学内で募集しました。3学科よ
り27点の作品の応募があり、その中から最優秀作品2点、優秀作品1点が選ばれました。受賞学生3人には、
公文裕巳学長より、景品の商品券が手渡されました。

■最優秀作品　「切り拓こう、未来  見つけよう、可能性」
■最優秀作品　「新見から全国へ～未来を創る学びを求めて～」
■優秀作品　　「夢を描き、夢を育み、夢を実現する大学」

　最優秀作品に選ばれた学生がキャッチコピーヘの思いを次のように語ってくれました。

「切り拓こう、未来  見つけよう、可能性」
　私たち学生の開かれた未来を表現し、たくさんの方に新見公立大学の魅力を伝えたいと思い応募させてい
ただきました。賞に選んでいただき、このキャッチコピーの言葉のように、自分の可能性を信じて学び続け
ていきたいと改めて感じました。【あるふぁずさん】

「新見から全国へ～未来を創る学びを求めて～」
　新見公立大学に来て、自分の将来の夢・目標を叶えられる学びが出来る場所だと感じているので、この
キャッチコピーに願いを込めました。【あるふぉーとさん】

　新キャッチコピーは、最優秀作品の2 点の作品を融合させ、

未来を創る学びを求めて
～切り拓こう、未来  見つけよう、可能性～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となりました。

NiU 新見公立大学の新キャッチコピーが決定しました !!

　地域共生推進センター SA（スチューデント・アシスタント）を中心に結成した「にいまちマルシェ学生実
行委員会」は、新見駅周辺を中心に、ウォーカブルな（歩いて楽しめる）地域づくり、低未利用地の活用、世
代間交流の促進、学生目線での提案を通じて、地域のにぎわい創出を目指しています。
　私たちの活動内容として、駅周辺のまち歩きマップの制作のほか、夏祭りやハロウィンマルシェなどのイ
ベントを開催し、低未利用地（都市公園や河川敷）の活用や地域交流を促進し、さらにアンケートを通じて地
域課題やニーズを調査しています。今後も地域住民や行政と連携し、多世代が楽しめる企画や学生ならでは
の柔軟なアイデアを推進し、新見市の持続可能なまちに寄与していきます。
　これらの活動のほかに、新見駅周辺みらいプロジェクトに参加しています。このプロジェクトは、民間の
団体や行政、企業、市民、大学、学生と新見市が連携して作られたエリアプラットフォームです。新見駅周辺
を核としたにぎわいの創出や新たな取り組みを通して、新見市への関係人口の増加を目指しています。今年
度はリバーサイドバーの開催や、河川敷や駅前の公共空間活用実証実験などの取り組みを行いました。

にいまちマルシェ学生実行委員会・会長　
地域福祉学科２年　的場　天音

▲新見駅周辺みらい
プロジェクトでの
発表の様子

▼河川敷でのハロウィ
ンマルシェの様子

変わる新見駅周辺 大学生の挑戦

新見駅周辺まち歩きマップ
まち歩きマップの掲載
ページ QR コード
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　本誌が皆様のお手元に届く頃には、暖かい
春の日差しを浴びて、大学の草木も芽吹き始
める季節になっていることと思います。今回の
特集では、「摂食嚥下障害看護」認定看護師教
育課程および鳴滝塾でのシンポジウムについ
て取り上げました。ここでは、2024年度の本
学の主な取り組みについて振り返ってみます。
　全世代型地域包括ケア研究センターのウェ
ルネスライフ部門では、2023年度に開始し
た「人生の最後まで口から食べる幸せを守る

（NiU-KTSM）プロジェクト」として、食事支
援のための実技セミナーの定期開催に加えて、
2025年春には、西日本で唯一の「摂食嚥下障
害看護認定看護師教育課程」を開設すること
となり、その一環として、中山間地域での食支
援を考えるシンポジウムを開催しました。
　地域福祉学科の介護福祉士を目指す学生と
看護学科の訪問看護・地域看護コースの学生
が、食事サポーターの講義と演習を合同で受
講しました。
　健康保育学科では、病気や障害のある子ど
もの支援についての学修の充実を図るために、
NiU 新見駅西サテライトの発達支援センター

「なごみ」や「ひだまりのいえ」の本格的活用
を行ってきました。
　卒業生の皆様、地域の皆様には、今回ご紹
介しました取り組みをはじめとした本学の教育
および様々な活動につきまして、変わらぬご理
解とご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお
願い申し上げます。� （加藤）
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大学初の商品化！ くさまそば粉クッキー
　新見公立大学地域共生推
進センター SA まちづくり
ゼミナールでは、2023 年
度より新見市草間地区の

「草間カルスト里山の会」と
連携し、学生考案の観光周
遊ルートや新たな特産品の
開発に取り組んできまし
た。２年間の活動の締めく
くりとして、ついに 2025
年２月13日（新見の日）よ
り、学生が考案した「くさ
まそば粉クッキー」が発売
開始となりました。
　新見市の製菓店「青柳本
舗」さんご監修のもと、草
間地域の特産品であるそば
粉を使用した、若者からご
年配の方まで広く愛される
味・形のクッキーが完成し
ました。草間地区のお祭り
で試食アンケートを行い、
その結果を基に、協議や試
行錯誤を繰り返した自慢のクッキーとなっています。
　新見市観光案内所、大原観光果樹園、大学内のヤマザキショップ、青柳本舗に
て販売を行っています。値段は1袋5個入り450円、6袋30個入り2700円と
なっており、収益の一部は草間地区のまちづくり活動に活用します。なお新見公
立大学の学生が考案した商品の開発・販売は初めてになります。よろしければ、
帰省される際などに大学のお土産としてぜひお買い求めください。
� 地域福祉学科１年　繁見　祐樹

奨学金
【奨学金】
高等教育の修学支援新制度の対象校になっています。該当の学生は授業料減免及び給付奨学金
を受けることができます。また、日本学生支援機構などの奨学金制度もあります。詳細につい
てはお問い合わせください。本学独自の奨学金制度については下表のとおりです。

名称 種別 採用人数 金額 内容

新見公立大学
ふるさと育英奨学金

（申請先：新見公立大学）
給付

健康保育学科4名
看 護 学 科5名
地域福祉学科4名

10万円
（年額）

本学学部入学生の内、入試成績が優秀
であり、かつ本学が定める家計基準を
満たした学生に給付します。申請に基
づき、入試種別ごとに選考します。

新見公立大学奨学基金
（申請先：新見公立大学）

貸与
（無利子） 制限なし 30万円

（上限）

本学在学生が国内外の研修等に参加す
る場合、または緊急な事情等により経
済的に困窮した場合に貸し付けます。
卒業までに返還する必要があります。

【授業料減免制度】
次のいずれかに該当する学生は、授業料の全額又は半額が免除される制度があります。
⑴経済的理由により学資の負担が困難であり、かつ学業優秀と認められる者
⑵納期前6 か月以内（新入生の場合は入学前1年以内）に、学資負担者が死亡または重度障害、

災害その他これらに準ずる事由により、学資の負担が困難と認められる者
※免除実施可能額には上限があり、減免対象基準を満たしていても、減免を受けられない場合

があります。詳細についてはお問い合わせください。

まちづくりゼミナールの
掲載ページへの QR コード
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